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酪農トピックス／
「第59回 佐賀県酪農婦人の集い」開催される！（福岡）ほか

嫁・婿が語る酪農の魅力／
矢島拓也さん
平成27年度 監事・役職員研修会
改めて 後継牛確保の必要性について

平成27年度 決算に向けて

日本酪農見て歩紀（栃木県さくら市 金子和弘牧場）
後継者育成事業（一社）全国酪農協会主催 第４回酪農未来塾を開催!!
酪政連活動報告

管理部だより



「嫁・婿が語る酪農の魅力」第 30 弾として、
西野牧場（香川県西讃酪農農業協同組合）の
矢島拓也さんにお話を伺いました。

ま
れ
て
普
通
に
主
婦
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
主
人
と
は
そ
れ
こ
そ
定
年
に

な
っ
て
か
ら
で
も
、
小
っ
ち
ゃ
く
て
も

良
い
か
ら
酪
農
を
し
た
い
ね
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
私
が
酪
農
を
希
望
し
て
い

ま
し
た
。

≪
ご
主
人
≫

私
は
非
農
家
出
身
で
普
通
の
会
社
員

を
し
て
い
た
の
で
、
農
業
全
般
に
特
に

興
味
を
持
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
家
内
と
話
し
て
い
る
う
ち
に

酪
農
の
良
い
面
、
悪
い
面
も
知
る
よ
う

に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
興
味
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
長
男
が
幼
稚
園
に
上
が
る

の
を
機
に
決
断
し
、
昨
年
の
3
月
1
日

に
就
農
し
ま
し
た
。
酪
農
を
始
め
て
ほ

ぼ
丸
一
年
で
す
。

全
く
悩
ま
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、

岡
山
で
獣
医
を
し
て
い
る
叔
父
さ
ん

（
お
義
父
さ
ん
の
弟
）
に
も
相
談
に
行

き
、
参
考
に
し
ま
し
た
。

友
子
（
34
歳
）、
長
男
の
翼
（
4
歳
）、

長
女
の
千
鈴
（
1
歳
）、
父
の
西
野

豊
（
68
歳;

香
川
県
西
讃
酪
農
協
組
合

長
）、母
の
洋
子
（
65
歳
）
の
6
人
で
す
。

―
―
お
二
人
が
知
り
合
わ
れ
た
き
っ
か

け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

≪
奥
さ
ん
≫

埼
玉
の
大
学
に
在
学
し
て
る
と
き
に

や
っ
て
い
た
飲
食
店
の
バ
イ
ト
先
で
出

会
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
ホ
ー
ル

ス
タ
ッ
フ
、
主
人
は
厨
房
係
。
大
学
卒

業
後
、
東
京
で
の
会
社
勤
め
を
経
て
、

実
家
へ
帰
り
酪
農
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
遠
距
離
恋
愛
と

な
り
3
年
ほ
ど
し
て
結
婚
し
ま
し
た
。

―
―
酪
農
を
始
め
ら
れ
た
経
緯
は
ど
の

よ
う
な
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

≪
奥
さ
ん
≫

結
婚
し
て
埼
玉
に
住
ん
で
子
供
も
生

今
月
は
、
香
川
県
観
音
寺
市
の
酪
農

家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
矢
島
拓
也
さ
ん

は
、
奥
さ
ん
の
実
家
で
あ
る
西
野
牧
場

を
継
が
れ
て
い
ま
す
。

―
―
最
初
に
ご
当
地
観
音
寺
市
を
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

≪
奥
さ
ん
、
お
義
母
さ
ん
≫

観
音
寺
市
は
香
川
県
の
西
の
端
っ
こ
で

す
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
石
積
で
東
洋
一

と
も
言
わ
れ
る
「
豊
稔
池
ダ
ム
」
で
、
夏

の
放
水
の
時
に
下
か
ら
見
上
げ
る
景
色
は

壮
観
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
瀬
戸
内
海
の

海
岸
に
砂
で
描
か
れ
て
い
る「
寛
永
通
宝
」。

（
聞
き
手
は
知
ら
な
く
て
？
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
納
得
）
農
業
は
レ
タ
ス
と
か

玉
ね
ぎ
の
一
大
産
地
で
畑
作
が
盛
ん
で
す
。

―
―
ご
家
族
の
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

≪
奥
さ
ん
≫

主
人
の
矢
島
拓
也
（
31
歳
）、
私
は

西野牧場（香川県西讃酪農農業協同組合）　矢島拓也さん3月の婿

頑張ったら結果が
目に見えて良くなる

が
語
る

嫁

30

酪
農
の
魅
力

婿
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―
―
現
在
の
飼
養
頭
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

≪
ご
主
人
≫

成
牛
が
48
頭
、育
成
牛
が
5
頭
で
す
。

≪
お
義
母
さ
ん
≫

も
う
年
だ
か
ら
と
主
人
と
話
し
て
い

て
、
離
農
へ
向
け
て
徐
々
に
頭
数
を
減

ら
し
て
成
牛
が
28
頭
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
着
陸
態
勢
に
入
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
帰
っ
て
来
て
酪
農
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
急
転
回
で
ア
ク
セ
ル
全
開
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

―
―
よ
く
一
年
で
48
頭
に
回
復
し
ま
し
た
ね
。

≪
ご
主
人
≫

ほ
と
ん
ど
が
導
入
で
す
が
、
タ
イ
ミ

ン
グ
が
良
く
て
自
家
育
成
牛
が
10
頭
上

が
っ
て
来
ま
し
た
。

―
―
ご
主
人
は
人
工
授
精
師
の
講
習
を

受
け
ら
れ
た
よ
う
に
聞
き
ま
し
た
が
。

≪
ご
主
人
≫

昨
年
の
夏
に
受
け
ま
し
た
。
現
在
で
は

―
―
地
域
の
酪
農
家
さ
ん
と
の
交
流
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
か
。

≪
ご
主
人
≫

畜
産
協
会
の
研
修
会
と
か
に
参
加
し

て
、
香
川
県
の
東
部
地
域
の
方
や
中
部
地

域
の
方
と
は
、
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
趣
味
は
バ
イ
ク
で
し
て
、
同

じ
趣
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
と
も
知
り

合
い
ま
し
た
。
今
度
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
こ

う
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
今
後
の
目
標
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

≪
ご
主
人
≫

ま
だ
、
一
年
と
い
う
こ
と
で
、
何
を

目
標
に
す
れ
ば
良
い
か
も
解
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態

で
す
。
三
年
先
五
年
先
の
規
模
拡
大

授
精
師
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
ほ
ぼ

全
頭
自
分
で
つ
け
て
お
り
、
結
果
も
そ
れ

な
り
に
出
て
、や
り
甲
斐
を
感
じ
てい
ま
す
。

≪
奥
さ
ん
≫

あ
の
講
習
会
以
降
、
酪
農
の
知
識
に

つ
い
て
私
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
、完
全
に
逆
転
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
―
さ
て
、
本
題
で
す
が
酪
農
の
魅
力

と
は
何
で
す
か
。

≪
ご
主
人
≫

酪
農
は
、一
生
懸
命
手
を
か
け
た
分
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
た
分
、
目
に
見
え
て

結
果
が
良
く
な
る
こ
と
で
す
。

牛
を
ど
れ
だ
け
観
察
で
き
る
か
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
が
身
に
染
み
て
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

≪
奥
さ
ん
≫

酪
農
は
お
父
さ
ん
が
仕
事
で
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
子
供
た
ち
に
見
せ
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
普
通
の

会
社
で
は
、
口
で
は
言
っ
て
も
な
か
な

か
見
せ
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

な
ど
も
見
通
せ
て
い
ま
せ
ん
。
酪
農

を
続
け
な
が
ら
、
し
っ
か
り
目
標
を

見
つ
け
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

≪
奥
さ
ん
≫

今
年
は
、
出
荷
日
量
１
，
３
０
０
kg
を

維
持
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
分
娩
間
隔

を
短
く
し
、
経
営
の
安
定
を
図
り
た
い
で

す
。
私
は
今
、
育
児
休
業
の
よ
う
な
も
の

で
す
が
、春
か
ら
本
格
始
動
の
予
定
で
す
。

岡
山
で
開
催
さ
れ
た
全
酪
連
酪
農
セ

ミ
ナ
ー
に
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
解
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。「
木
原
君
（
全
酪
連
中
四

国
事
務
所
所
属
）
あ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
３
文
字
の
意
味
を
教
え
て
」
と
、
テ

キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
早
速
勉
強
会
に
な

る
微
笑
ま
し
い
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

西
野
牧
場
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

の
リ
ー
ス
事
業
で
、
自
動
給
餌
機
を
更

新
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
で
支
え
あ
っ
て
、

地
域
の
中
核
酪
農
家
と
し
て
ま
す
ま
す

ご
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
快
く
取
材
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋子さん手作りの看板
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１
．
世
界
の
主
要
国
の
生
乳
生
産
量

Ｅ
Ｕ
諸
国
と
米
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
豪
州
で
世
界
の
生
乳
生
産
量
の

約
７
割
を
占
め
て
い
る
。
世
界
的
に
は

生
乳
・
乳
製
品
消
費
は
伸
び
て
お
り
、

人
口
増
加
が
続
き
経
済
の
発
展
が
著
し

い
中
国
や
ロ
シ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
輸
入
量
が
伸
び
て
い
る
。

２
．
生
産
と
消
費
・
輸
出
の
バ
ラ
ン
ス

巨
大
な
消
費
市
場
を
抱
え
る
Ｅ
Ｕ

（
人
口
約
5
億
人
）
米
国
（
約
3
億
人
）

は
、
国
内
向
け
を
優
先
し
た
乳
製
品
生

産
が
中
心
で
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
高
価
格

製
品
や
余
剰
分
を
輸
出
。一
方
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
や
豪
州
は
国
内
消
費
が
少

改
正
農
協
法
は
、
①
農
業
協
同
組
合

法
の
一
部
改
正
、
②
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
、
③
農
地
法

の
一
部
改
正
、
そ
の
他
、
農
水
産
業

協
同
組
合
貯
金
保
険
法
の
一
部
改
正
、

農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
水
産
業

協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再

編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
、
お
よ
び
農
業
倉
庫
法
の
廃
止

か
ら
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
は
、

最
近
に
お
け
る
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢

の
変
化
等
に
対
応
し
、
農
業
の
成
長

産
業
化
を
図
る
た
め
、
主
と
し
て
農

業
協
同
組
合
、
農
業
委
員
会
及
び
農

業
生
産
法
人
に
つ
い
て
見
直
し
を
お

こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

２
月
９
日
㈫
～
10
日
㈬
、
滋
賀
県
大
津
市
の
「
ア
ヤ

ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

監
事
・
役
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
研
修
会

に
は
全
国
の
会
員
組
合
の
監
事
・
役
職
員
、
本
会
職
員

を
合
わ
せ
計
76
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

な
い
こ
と
か
ら
生
産
は
輸
出
中
心
で
あ

り
、
輸
入
先
の
動
向
に
よ
る
影
響
を
受

け
や
す
い
。（
中
国
の
過
剰
在
庫
や
ロ

シ
ア
の
禁
輸
措
置
）

３
．
今
後
の
見
通
し

【
生
産
面
】
Ｅ
Ｕ
（
ク
ォ
ー
タ
ー
制

度
廃
止
か
ら
、
増
産
計
画
は
自
由
と

な
っ
た
）、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
外
貨
獲
得

手
段
と
し
て
輸
出
拡
大
に
意
欲
的
な
新

政
権
）
を
中
心
に
生
乳
生
産
の
伸
び
は

鈍
化
す
る
も
増
加
が
継
続
し
て
い
く
。

【
消
費
面
】
ア
ジ
ア
・
中
東
諸
国
で

食
の
欧
米
化
が
進
み
乳
製
品
の
消
費
が

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
人
口
が
多
い
地
域

だ
け
に
消
費
の
伸
び
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
農
業
協
同
組
合
法
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
①
組
合
の
事
業
運
営

原
則
の
明
確
化
、
②
組
合
の
自
主
的
組

織
の
組
合
の
運
営
の
確
保
、
③
理
事
等

の
構
成
の
見
直
し
、
④
組
合
の
新
設
分

割
、
組
織
変
更
の
創
設
、
⑤
農
業
協
同

組
合
中
央
会

制
度
の
廃
止
、

⑥
信
用
事
業

を
行
う
農
業

協
同
組
合
等

の
会
計
監
査

人
の
設
置
義

務
化
を
主
た

る
内
容
と
し

て
い
る
。

改
正
農
協
法
に
つ
い
て

農
林
水
産
省 

経
営
局 
協
同
組
織
課

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
辺 

一
郎
　
課
長
補
佐

世
界
の
酪
農
乳
業
情
勢

（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構 

調
査
情
報
部

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
島 

浩
子
　
部
長

監
事
・
役
職
員
研
修
会

平成27年度

研修会

1 日目
前半

研修会

1 日目
後半
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定
に
加
入
す
る
都
府
県
の
酪
農
家
が

優
良
な
乳
用
牛
を
導
入
す
る
取
組
支

援
等
）

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、「
今
後
に
活
か
せ
る
内
容
の
講
演
だ
っ
た
」

と
の
回
答
も
多
く
、
ま
た
例
年
以
上
に
参
加
者
が
多
く
高
い
関
心
が
あ
っ
た
事
が
う

か
が
い
知
れ
、
今
回
の
研
修
会
は
有
意
義
な
情
報
発
信
の
場
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
酪
農
業
界
に
と
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
研
修

会
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
当
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
の
ご
質
問
・
ま
た
資
料
請
求
の
ご
希
望
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
全
酪
連
指
導
・
企
画
部
（
☎
０
３
━

５
９
３
１
━

８
０
０
３
）

も
し
く
は
各
支
所
指
導
組
織
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
基
づ
く
対

応
と
し
て
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算

と
平
成
28
年
度
当
初
予
算
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

（（
独
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
）
が
実
施

す
る
酪
農
関
連
対
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

主
な
内
容
（
抜
粋
）

１
．
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
見
直
し

①
予
算
の
基
金
化 

→ 

基
金
化
に
よ

り
、
2
か
年
に
ま
た
が
っ
た
事
業
も

認
め
る
。
数
年
を
見
据
え
た
計
画
的

な
検
討
が
可
能

②
法
人
化
要
件
の
緩
和 

→ 

法
人
化
の

原
則
を
維
持
し
つ
つ
、経
営
継
続
性
の

確
保
が
あ
れ
ば
法
人
化
以
外
の
方
法

も
認
め
る
（
①
青
色
申
告
の
実
施　

②
後
継
者
が
い
る
こ
と
（
又
は
経
営

者
が
45
歳
未
満
）
③
知
事
特
認
を
得

る
こ
と
、以
上
全
て
満
た
す
場
合
）

③
上
限
価
格
の
引
き
上
げ 

→ 

基
準
価

格
の
１
・
１
倍
か
ら
１
・
３
倍
ま
で
引

き
上
げ
可
能

④
家
畜
導
入
の
拡
充 

→ 

新
規
就
農
者

へ
の
リ
ー
ス
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

リ
ー
ス
方
式
の
施
設
整
備
を
行
う
場

合
に
も
対
象
を
拡
大

⑤
機
械
導
入
事
業
の
見
直
し 

→ 

都
道

府
県
の
関
与
を
強
化
し
、
施
設
整
備

と
機
械
導
入
と
の
整
合
性
を
都
道
府

県
が
確
認
す
る

⑥
補
助
金
交
付
ル
ー
ト 

→ 

全
国
1
団

体
で
統
一
す
る
（
中
央
畜
産
会
）

⑦
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の
具
体
化 

→ 

抽

象
的
な
記
述
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、

具
体
的
な
活
動
内
容
を
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
性
を
評
価
し
優
先
順
位
と
す
る

２
．
飼
料
増
産
型
酪
農
経
営
支
援
事
業

（
拡
充
）

自
給
飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し
た
経

営
を
行
う
酪
農
家
に
対
し
、
飼
料
作
付

面
積
に
応
じ
交
付
金
を
交
付
。
ま
た
、

輸
入
粗
飼
料
の
使
用
量
を
削
減
し
て
飼

料
作
付
面
積
を
拡
大
し
た
面
積
に
応
じ

て
交
付
金
を
追
加
交
付
す
る
。

３
．
酪
農
経
営
支
援
総
合
対
策
事
業

（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業　

組
替
新
規
）

①
酪
農
生
産
基
盤
の
強
化
（
子
牛
の
損

耗
防
止
、
発
育
向
上
対
策
、
簡
易
牛

舎
整
備
、
畜
舎
増
改
築
等
）

②
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
対
策
（
人
材
確
保
、

育
成
、
酪
農
家
の
傷
病
時
利
用
の
拡

充
等
）

③
乳
用
牛
能
力
向
上
の
推
進
（
牛
群
検

農
林
水
産
省 

生
産
局
畜
産
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

畜
産
企
画
課
　
古
庄 

宏
忠
　
課
長
補
佐

畜
産
振
興
課
　
松
本 

隆
志
　
課
長
補
佐

飼
料
課
　
井
上 

善
行
　
課
長
補
佐

研修会

2 日目

▶︎ 会場の様子
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改めて 後継牛確保の
必要性について

今
年
度
の
全
国
の
生
乳
生
産
は
、
東
日

本
大
震
災
の
反
動
か
ら
前
年
度
を
上
回
っ

た
平
成
12
年
度
を
除
く
と
、
平
成
17
年

度
以
来
10
年
ぶ
り
の
増
産
予
測
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
増
産
の
要
因
は
、
国

や
会
員
を
始
め
と
し
た
現
場
が
実
施
し
て

い
る
取
組
に
加
え
、
気
象
条
件
が
穏
や
か

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
根
本
問
題
で
あ

る
後
継
牛
の
減
少
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
生
乳
生
産

は
来
年
度
、
再
び
前
年
割
れ
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
平
成

20
年
以
降
、
概
ね
30
％
を
下
回
る
水
準
で

推
移
し
て
き
た
乳
牛
へ
の
黒
毛
和
種
交
配

率
も
、
酪
農
経
営
環
境
が
厳
し
い
中
、
肥

育
素
牛
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、
平
成
25
年

辺
り
か
ら
は
再
び
30
％
を
超
え
、
月
に

よ
っ
て
は
、
35 

%
を
上
回
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

本
会
は
、
酪
農
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡

大
の
た
め
に
は
後
継
牛
確
保
が
最
優
先
の

課
題
で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
場
で
訴
え
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
乳
生
産
が
減
少

す
る
中
、
生
産
基
盤
の
根
本
で
あ
る
乳
牛

が
減
少
し
、
初
妊
牛
価
格
の
高
騰
が
続
く

こ
の
状
況
は
、
当
面
解
消
さ
れ
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。

根
本
的
な
解
決
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
も
我
が
国
の
酪

農
が
安
定
し
て
継
続
す
る
た
め
に
は
、
国

な
ど
の
対
策
も
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
生

産
者
一
人
一
人
が
後
継
牛
確
保
の
重
要
性

を
意
識
し
、
そ
の
た
め
の
取
組
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
足
下

の
収
益
確
保
の
た
め
に
、
次
の
生
産
を
担

う
後
継
牛
頭
数
が
先
細
り
に
減
少
し
て
い

く
現
状
を
、
危
機
感
を
も
っ
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
本
業
の
酪
農
で
収

益
を
挙
げ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
の
中
で

何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

解
決
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
本
会

は
平
成
26
年
度
下
期
か
ら
『
儲
け
る
た
め

に
ホ
ル
を
つ
け
よ
う
！
』と
称
し
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
後
継
牛
確
保
の
両
立
を

図
る
酪
農
経
営
を
提
唱
し
、
全
国
で
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
事
故
率
の
高
い
出
生
後

１
か
月
間
の
管
理
改
善
を
図
る
≪
哺
育
・

育
成
の
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
！
≫
や
、

本
会
の
Ｄ
Ｍ
Ｓ（
酪
農
課
経
営
管
理
支
援
）

シ
ス
テ
ム
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、

雌
雄
選
別
精
液
と
和
牛
Ｅ
Ｔ
を
活
用
し
な

が
ら
も
後
継
牛
を
確
保
す
る
種
付
戦
略
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
≪
雌
雄
選
別
精
液
を
活

用
し
て
み
よ
う
！
≫
な
ど
、
４
つ
の
提
唱

を
行
い
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
自

ら
後
継
牛
対
策
に
取
り
組
む
キ
ッ
カ
ケ
に

な
れ
ば
幸
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
育
成
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
労
働
力

に
制
約
が
あ
る
生
産
者
に
対
し
て
は
、
本

会
の
北
海
道
預
託
（
販
売
預
託
事
業
）
の

活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
現
在
、
約
６
，

０
０
０
頭
の
都
府
県
生
ま
れ
の
育
成
牛

が
、
北
海
道
各
地
の
牧
場
に
在
場
し
て
い

ま
す
。

現
在
策
定
作
業
中
の
本
会
の
平
成
28
年

度
事
業
計
画
で
は
、
重
点
実
施
施
策
の
1

番
目
に
「
搾
乳
後
継
牛
の
確
保
」
を
置
き
、

従
来
か
ら
の
施
策
で
あ
る
雌
雄
選
別
精
液

の
普
及
や
北
海
道
で
の
育
成
預
託
事
業
の

拡
充
に
加
え
、
若
齢
牛
の
受
け
入
れ
体
制

強
化
な
ど
、
後
継
牛
確
保
に
取
り
組
む
生

産
者
を
応
援
す
る
事
業
に
力
を
入
れ
て
い

く
考
え
で
す
。

生
産
者
の
皆
さ
ん
も
、
乳
牛
頭
数
が
減

少
す
る
現
状
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
今
一
度
、
一
人
一
人
が
後
継
牛
を
確

保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
ま
す
。



そ
の
た
め
の
様
々
な
学
習
を
し
て
も
ら

う
の
が
こ
の
未
来
塾
だ
と
思
う
。」と

挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
本
会
の
砂
金
甚
太
郎
会
長
か

ら
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
で
は
、政
府
に

対
し
て
国
内
対
策
を
き
っ
ち
り
と
要

請
す
る
。皆
さ
ん
の
将
来
の
酪
農
環
境

を
守
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と

考
え
て
い
る
。こ
の
場
を
通
し
て
、新

し
い
も
の
を
得
て
、将
来
の
酪
友
と

本
会
が
後
継
者
育
成
事
業
の
一
環
と

し
て
後
押
し
し
て
い
る（
一
社
）全
国
酪

農
協
会
主
催
の「
酪
農
未
来
塾
」が
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
内
容

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
月
27
日
㈬
～
28
日
㈭
、神
奈
川
県

三
浦
市
マ
ホ
ロ
バ
・
マ
イ
ン
ズ
三
浦
に

お
い
て（
一
社
）全
国
酪
農
協
会
主
催
の

「
酪
農
未
来
塾
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
る
未
来
塾

に
は
、全
国
の
酪
農
後
継
者
・
酪
農
団
体

を
中
心
に
約
60
人
が
参
加
と
な
り
ま
し

た
。冒
頭
、全
国
酪
農
協
会 

馬
瀬
口
弘

志
会
長
か
ら「
他
国
の
力
に
よ
っ
て
と

い
う
事
情
も
あ
る
が
、日
本
の
酪
農
は

大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、日

本
酪
農
の

不
滅
の
姿

を
作
り
、育

て
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

酪
農
界
を

引
っ
張
っ

て
い
っ
て

ほ
し
い
」

と
挨
拶
が

あ
り
ま
し

た
。今

回
の
研
修
で
は
、雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
株
式
会
社
総
合
企
画
室
の
野
村

俊
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、「
最
近
の

主
要
国
の
酪
農
並
び
に
乳
製
品
の
国

際
相
場
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

前
回
に
引
き
続
き
、農
場
ど
な
い
す

ん
ね
ん
研
究
会（
Ｎ
Ｄ
Ｋ
、正
式
名

称
：
全
国
畜
産
支
援
研
究
会
）が
進
行

を
務
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
と
移

り
、武
藤
康
司
さ
ん（
岐
阜
県
酪
連
）、

片
岡
寛
之
さ
ん（
徳
島
県
酪
農
協
）、

中
尾
洋
一
さ
ん（
ふ
く
お
か
県
酪
農

協
）３
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
牧
場
に
つ

い
て
の
概
要
や
課
題
、今
後
の
目
標

に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、テ
ー
マ
別（
飼
料
イ
ネ
、た

い
肥
の
処
理
・
利
用
等
）の
分
科
会
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
塾
生
達
の
熱
い
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

▲ 講師　野村俊夫氏

▲ 馬瀬口弘志会長

１２/１８

自由民主党　畜産・酪農小委員会に
て、平成28年度畜産・酪農対策に関す
る措置について、申し渡される。

（於：自由民主党）

◆  TPP対策、今後の酪政連活動、セーフティ
ネットについて協議

▲ ワークショップの様子

日本酪農政治連盟
酪政連活動報告

平成 27年 12 月～平成 28 年 2 月

後
継
者
育
成
事
業

（
一
社
）全
国
酪
農
協
会
主
催 

第
４
回
酪
農
未
来
塾
を
開
催
!!

平成２８年
１/２１

三役会議を開催
（於：酪農会館）

◆平成28年度総会について
◆今後の酪政連活動について

平成２７年
１２/８

自由民主党　畜産議員連盟総会に出席
（於：自由民主党）

◆ 加工原料乳生産者補給金単価等の決定
◆ 緊急酪農対策（飼料自給率向上の施策、後継牛

確保のための支援等について）の要請を実施
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の
見
直
し
は
な
い
こ
と
か
ら
、当
該
法
人
税
率
19
％
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
例
措
置
（
年
所
得
８
０
０
万
円
以
下
の
部
分
の
法

人
税
率
19
％
→
15
％
）
が
2
年
延
長
（
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始

す
る
事
業
年
度
ま
で
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

前
記
に
よ
り
、
私
た
ち
農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
も
現
行
の
法
人
税
率
（
19
％

≪
た
だ
し
、
年
所
得
額
８
０
０
万
円
以
下
の
部
分
は
15
％
≫
）
が
当
年
度
も
そ

の
ま
ま
維
持
さ
れ
ま
す
。　
　

　

◆ 

法
人
税
率
の
引
下
げ
に
加
え
、
法
人
事
業
税
の
外
形
標
準
課
税
適
用
法
人
の
所

得
割
税
率
お
よ
び
地
方
法
人
特
別
税
率
が
改
正
さ
れ
、
当
該
合
計
税
率
が
６
・

０
％
（
改
正
前
：
７
・
２
％
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

 　

な
お
、
私
た
ち
農
業
協
同
組
合
は
、
法
人
事
業
税
に
つ
き
所
得
を
課
税
標
準

と
す
る
法
人
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
法
人
事
業
税
率
は
４
・
６
％
（
改
正
前
：

３
・
６
％
≪
標
準
税
率
適
用
か
つ
軽
減
税
率
不
適
用
法
人
≫
）
地
方
法
人
特
別

税
率
は
４
３
・
２
％
（
改
正
前
：
８
１
・
０
％
）
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

［
適
用
時
期
等
］

 　

本
税
率
改
正
の
適
用
時
期
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
正
項
目
２　
　

欠
損
金
の
繰
越
控
除
に
係
る
改
正

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 
中
小
法
人
等
以
外
の
普
通
法
人
の
青
色
欠
損
金
の
控
除
限
度
額
が
、
欠
損
金
控

除
前
の
所
得
の
金
額
の
１
０
０
分
の
65
相
当
額
（
改
正
前
：
１
０
０
分
の
80
相

当
額
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

◆ 

災
害
に
よ
る
損
失
金
の
控
除
限
度
額
に
つ
い
て
も
前
記
と
同
様
に
引
き
下
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

中
小
法
人
等
（
私
た
ち
農
業
協
同
組
合
も
含
ま
れ
ま
す
）
に
つ
い
て
は
、
従
前

　
平
成
27
年
度
税
制
改
正
の
う
ち
、
当
年
度
決
算
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
み
ら
れ
る
主
要

項
目
を
、リ
ス
ト
ア
ッ
プ
形
式
で
改
正
ポ
イ
ン
ト
の
み
一
覧
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
改
正
内
容
の
概
要
把
握
と
再
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

法
人
税
関
連

　

改
正
項
目
１　
　

法
人
税
率
の
引
下
げ

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

法
人
税
の
税
率
が
２
３・９
％（
改
正
前
：
２
５・５
％
）に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

◆ 

中
小
法
人（
資
本
金
１
億
円
以
下
の
法
人
）等
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率（
19
％
）

　本年もまもなく３月の決算期を迎えようと
しています。本誌では昨年に引き続き、「平成
27 年度決算事前準備特集」として、当年度
決算実施に当たっての会計・税務上の留意事
項を掲載いたします。ただし、当年度におい
ては、会計事項に関する大きな改正点はあり
ませんので、主に税務（とりわけ法人税）関
連事項についての重点記載となっています。
　なお、本稿では、平成 28 年３月期決算組
合を前提としていますので、当該期以外の決
算期となる会員の皆さまはご留意ください。
　また、紙面の都合上、該当法令名および適
用条項についての記載を割愛していますので
予めご了承ください。

Ⅰ
平
成
２７
年
度

税
制
改
正
の
概
要

平成27年度
決算に向けて
平成28年3月期決算実務における
会計・税務上の留意点

管理部だより
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ど
お
り
欠
損
金
控
除
前
所
得
の
全
額
相
当
額
の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

経
営
再
建
中
の
法
人
や
新
設
法
人
に
つ
い
て
中
小
法
人
等
と
同
様
の
措
置
が
受

け
ら
れ
る
特
例
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

※ 
中
小
法
人
等
以
外
の
普
通
法
人
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
欠
損
金
の
控
除

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
（
※
注
：「
平
成
28

年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に
て
更
な
る
見
直
し
改
正
あ
り
）
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

◆ 

青
色
欠
損
金
お
よ
び
災
害
損
失
金
等
の
繰
越
期
間
が
10
年
（
改
正
前
：
９
年
）

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

［
適
用
時
期
等
］

 　

欠
損
金
の
控
除
限
度
額
の
改
正
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
、
欠
損
金
等
の
繰
越
期
間
の
延
長
は
、
平
成
29
年
４
月
1
日
以
後
開
始

す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
損
金
等
に
つ
い
て
適
用
（
※
注
：「
平
成
28
年
度

税
制
改
正
大
綱
」
に
“
平
成
30
年
４
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
”
へ
の
見
直
し
改

正
あ
り
）
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
項
目
３　
　

受
取
配
当
金
の
益
金
不
算
入
制
度
に
係
る
改
正

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

本
制
度
の
対
象
と
な
る
配
当
等
の
額
か
ら
「
公
社
債
投
資
信
託
以
外
の
証
券
投

資
信
託
」
の
収
益
分
配
額
が
除
外
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
全
額
が
益
金
算
入
と
な

り
ま
す
。

　

◆ 

本
制
度
の
対
象
と
な
る
配
当
等
の
元
本
で
あ
る
株
式
等
の
区
分
が
変
更
さ
れ
、

①
完
全
子
法
人
株
式
等　

②
関
連
法
人
株
式
等　

③
そ
の
他
株
式
等　

④
非
支

配
目
的
株
式
等　

の
４
区
分
（
改
正
前
：
３
区
分
）
と
な
り
、
当
該
区
分
に
応

じ
て
配
当
等
の
益
金
不
算
入
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆ 

負
債
利
子
控
除
は
前
記
の
う
ち
、「
②
関
連
法
人
株
式
等
」
の
み
が
対
象
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

◆ 

負
債
利
子
控
除
の“
原
則
法
”の
計
算
式
の
分
母
と
な
る「
総
資
産
の
帳
簿
価
額
」

の
調
整
計
算
の
対
象
か
ら
、「
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
」
が
除
か
れ
ま

し
た
。

　

◆ 

負
債
利
子
控
除
の“
簡
便
法
”
の
計
算
式
の
基
礎
と
な
る「
基
準
年
度
」
が『
平
成

27
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
各
事
業
年
度
（
改

正
前
：
平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
各
事

業
年
度
）』に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

［
適
用
時
期
等
］

 　

本
改
正
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
配
当
等
の
支
払
に
係
る
基
準
日
が
平
成
27
年
４
月
1
日
以
前
で
あ
っ
て
も
、

同
日
以
後
開
始
事
業
年
度
に
受
け
る
配
当
等
で
あ
れ
ば
改
正
後
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

改
正
項
目
４　
　

不
正
行
為
等
に
係
る
費
用
等
の
損
金
不
算
入

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

損
金
不
算
入
の
対
象
と
な
る
も
の
に
、不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法（
景

品
表
示
法
）
の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
不
当
な
表
示
を
防
止
す
る
た
め
の
課

徴
金
制
度
に
基
づ
く
課
徴
金
及
び
延
滞
金
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

［
適
用
時
期
等
］

 　

本
改
正
は
、
景
品
表
示
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
26
年
法
律
第
１
１
８

号
）
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
た
行
為
に
係
る
景
品
表
示
法
の
規
定
に
よ
る
課
徴

金
及
び
延
滞
金
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
項
目
５　
　

美
術
品
等
に
係
る
減
価
償
却
の
取
扱
い

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

美
術
品
等
が
減
価
償
却
資
産
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
つ
い
て
の
法
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人
税
基
本
通
達
の
改
正
（
改
正
前
の
判
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
旧
法
人
税
基

本
通
達
７-

１-

１
を
参
照
の
こ
と
）
に
よ
り
、
取
得
価
額
が
１
点
１
０
０
万

円
未
満
で
あ
る
美
術
品
等
（
た
だ
し
、
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値
が
低
下
し

な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
除
く
）
は
減
価
償
却
資
産
、
取
得
価
額
が
１
点

１
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
美
術
品
等
（
た
だ
し
、
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値

が
低
下
す
る
こ
と
が
明
ら
か
の
も
の
は
除
く
）
は
非
減
価
償
却
償
却
資
産
と
し

て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

◆ 

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
取
得
の
美
術
品
等
に
つ
き
、
前
記
に
よ
り
減
価
償
却

資
産
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
を
し
た
日
以
後
の
期
間
に
係

る
減
価
償
却
費
の
計
上
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

◆ 

平
成
26
年
12
月
31
日
以
前
に
取
得
し
た
美
術
品
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
改
正
通

達
の
判
定
区
分
に
よ
り
資
産
区
分
を
減
価
償
却
資
産
に
変
更
し
た
も
の
に
限

り
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
＝
適
用
初
年
度
）

か
ら
減
価
償
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
当
該
判
定
区
分
の
変
更
を
行
わ
な

か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
取
扱
い
の
と
お
り
、
減
価
償
却
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
）。

　

◆ 

償
却
方
法
は
、
そ
の
美
術
品
等
を
実
際
に
取
得
し
た
日
に
応
じ
て
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
前
記
既
取
得
美
術
品
等
に
つ
い
て
は
、
取
得
日
を
適
用
初
年
度
開
始
の

日
と
み
な
し
て
償
却
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業

者
等
の
少
額
減
価
償
却
資
産
の
損
金
算
入
の
特
例
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

◆ 

耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
美
術
品
等
の
構
造
や
材
質
等
に
応
じ
て
、
耐
用

年
数
省
令
の
区
分
に
従
っ
て
判
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
器
具
備

品
に
該
当
す
る
美
術
品
等
で
あ
れ
ば
、
室
内
装
飾
品
の
う
ち
主
と
し
て
金
属
製

の
も
の
は
15
年
、
そ
の
他
の
も
の
は
８
年
と
な
り
ま
す
。（
な
お
、
前
記
資
産

区
分
変
更
に
よ
る
既
取
得
美
術
品
等
の
耐
用
年
数
に
中
古
資
産
の
耐
用
年
数
を

適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。）

［
適
用
時
期
等
］

　

本
改
正
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
取
得
ま
た
は
同
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る

事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

地
方
税
関
連

　

改
正
項
目
６　
　

法
人
住
民
税
均
等
割
に
係
る
改
正

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

法
人
住
民
税
均
等
割
額
の
税
率
区
分
の
基
準
と
な
る
額
に
関
す
る
改
正
（
改
正

前
：
当
該
基
準
で
あ
る
「
法
人
税
等
の
額
」
は
「
法
人
税
法
上
の
資
本
金
等
の
額
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
）
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
無
償
増
減
資
に
係
る
加
減
算
規

定
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆ 

本
改
正
に
よ
り
、
法
人
税
法
上
の
資
本
金
等
の
額
が
変
わ
ら
な
い
場
合
で
も
、

法
人
住
民
税
均
等
割
額
が
増
減
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

◆ 

改
正
後
の
地
方
税
法
に
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
　

① 　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
後
に
、
会
社
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
他
利
益
剰
余

金
の
額
を
減
少
し
資
本
金
と
し
た
金
額
、
お
よ
び
利
益
準
備
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
資
本
金
と
し
た
金
額
は
、「
法
人
住
民
税
均
等
割
額
の
税
区
分
の
基
準
と
な

る
額
」
に
て
加
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　

② 　

平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
30
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
無
償

減
資
に
よ
る
欠
損
て
ん
補
額
は
、「
法
人
住
民
税
均
等
割
額
の
税
区
分
の
基
準

と
な
る
額
」
に
お
い
て
減
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　

③ 　

平
成
18
年
５
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
た
資
本
金
の
額
ま
た
は
資
本
準
備
金

の
額
の
減
少
に
よ
り
生
じ
た
そ
の
他
資
本
剰
余
金
に
よ
る
欠
損
て
ん
補
額

は
、「
法
人
住
民
税
均
等
割
額
の
税
区
分
の
基
準
と
な
る
額
」
に
お
い
て
減

算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
当
該
そ
の
他
資
本
剰
余
金
は
欠
損
て
ん

補
に
充
て
た
日
以
前
１
年
間
に
お
い
て
計
上
し
た
も
の
に
限
る
と
さ
れ
て
い

管理部だより
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ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

◆ 

前
記
無
償
減
資
に
よ
る
欠
損
て
ん
補
額
の
減
算
規
定
の
適
用
時
に
は
、
当
該
欠

損
て
ん
補
の
内
容
を
証
す
る
書
類
を
地
方
税
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
無
償
増
資
に
つ
い
て
は
、
適
用
要
件
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
が
、

無
償
減
資
同
様
に
無
償
増
資
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
地
方
税
申
告
書

へ
の
添
付
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

な
お
、
前
記
無
償
増
減
資
に
よ
り
算
定
し
た
「
法
人
住
民
税
均
等
割
額
の
税
区

分
の
基
準
と
な
る
額
」
が
「
資
本
金
＋
資
本
準
備
金
」
を
下
回
る
場
合
に
は
、

当
該
基
準
額
は
「
資
本
金
＋
資
本
準
備
金
」
の
額
と
な
る
改
正
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
に
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

［
適
用
時
期
等
］

　

本
改
正
は
、平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
項
目
７　
　

外
形
標
準
課
税
の
見
直
し

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

前
記
「
法
人
税
関
連
・
改
正
項
目
１
」
に
記
載
し
た
と
お
り
、
外
形
標
準
課
税

適
用
法
人
（
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の
額
が
１
億
円
超
の
普
通
法
人
）
の

法
人
事
業
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆�

外
形
標
準
課
税
適
用
法
人
の
法
人
事
業
税
率
改
正
に
伴
い
、
当
該
法
人
の
地
方

法
人
特
別
税
の
税
率
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
本
改
正
は
、
前
記
の

外
形
標
準
課
税
適
用
法
人
の
法
人
事
業
税
の
改
正
に
よ
り
、
法
人
事
業
税
の

ウ
ェ
イ
ト
が
所
得
割
か
ら
付
加
価
値
割
お
よ
び
資
本
割
に
シ
フ
ト
し
所
得
割
の

税
率
が
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
た
め
、
地
方
法
人
特
別
税
の
税
源
が
減
少

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　

◆ 

私
た
ち
農
業
協
同
組
合
は
、
外
形
標
準
課
税
適
用
法
人
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、

本
改
正
の
影
響
は
受
け
ま
せ
ん
（
な
お
、
適
用
税
率
に
つ
い
て
は
、
前
記
「
法

人
税
関
連
・
改
正
項
目
１
」
の
記
載
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は

各
地
方
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

［
適
用
時
期
等
］

　

本
改
正
は
、平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

租
税
特
別
措
置
法
関
連

　

改
正
項
目
８　
　

所
得
拡
大
促
進
税
制
の
拡
充

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

所
得
拡
大
促
進
税
制
に
お
け
る
適
用
要
件
の
う
ち
、
当
期
の
「
雇
用
者
給
与
等

支
給
増
加
額
」
の
「
基
準
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
」
に
占
め
る
割
合
（
増
加
促

進
割
合
）
が
次
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

① 　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年

度
…
3
％
以
上
（
平
成
26
年
度
税
制
改
正
）

② 　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年

度
… 

4
％
（
中
小
企
業
者
等
は
3
％
）
以
上
（
改
正
前
：
5
％
以
上
）

② 　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年

度
… 

5
％（
中
小
企
業
者
等
は
3
％
）以
上（
改
正
前
：
5
％
以
上
）

※ 　

本
税
制
の
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
本
誌
３
月
号
に
て
解
説
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

［
適
用
時
期
等
］

　

本
改
正
の
適
用
時
期
は
、
前
記
の
改
正
適
用
要
件
の
記
載
の
と
お
り
で
す
。

　

改
正
項
目
９　
　

試
験
研
究
費
の
税
額
控
除
制
度
の
見
直
し

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

試
験
研
究
費
の
総
額
に
係
る
税
額
控
除
制
度
お
よ
び
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化

税
制
に
お
け
る
税
額
控
除
限
度
額
の
上
限
が
当
期
の
法
人
税
額
の
25
％
相
当
額

11　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2016・3



15
％
（
東
京
23
区
か
ら
の
移
転
型
の
場
合
は
25
％
）
の
特
別
償
却
と
そ
の
取
得

価
額
の
２
％
（
東
京
23
区
か
ら
の
移
転
型
の
場
合
は
４
％
）
の
税
額
控
除
の
選

択
適
用
（
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
認
定
法
人
が
取
得
等
を
し
た
も
の
の
税

額
控
除
割
合
は
４
％
≪
移
転
型
は
7
％
≫
）
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
税
額
控
除
の
上
限
は
当
期
法
人
税
額
の
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

前
記
認
定
法
人
は
、
雇
用
者
の
数
が
増
加
し
た
場
合
の
税
額
控
除
制
度
（
雇
用

促
進
税
制
）
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
方
拠
点
建
物
等
に
お
け
る
増
加
雇
用
者
数

に
応
じ
て
税
額
控
除
が
で
き
る
措
置
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

［
適
用
時
期
等
］

　

地
域
再
生
法
の
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
27
年
8
月
10
日
）
か
ら
平
成
30
年
3

月
31
日
ま
で
の
期
間
内
に
同
法
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
た
法
人
が
適
用
対
象
で

す
。

　

過
年
度
に
て
税
制
改
正
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
に
も
当
年
度
決
算
に
影
響
を
与
え
る

項
目
が
あ
り
ま
す
。
次
に
そ
の
主
な
項
目
を
記
載
し
て
お
き
ま
す
。

　

改
正
項
目
11　
　

所
得
税
額
控
除
に
お
け
る
公
社
債
利
子
の
取
扱
い

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 
公
社
債
の
利
子
に
係
る
法
人
税
の
所
得
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
1
月

１
日
以
後
に
法
人
が
支
払
を
受
け
る
も
の
か
ら
、
当
該
公
社
債
の
所
有
期
間
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
利
子
所
得
税
額
の
全
額
が
法
人
税
額
か
ら
控
除
で
き
る
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。

に
改
正
（
改
正
前
：
原
則
20
％
・
特
例
30
％
）
さ
れ
ま
し
た
。（
私
た
ち
農
業

協
同
組
合
は
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制
の
適
用
法
人
に
も
該
当
し
ま
す
。）

　

◆ 
特
別
試
験
研
究
費
（
国
の
試
験
研
究
機
関
と
の
共
同
試
験
研
究
等
に
係
る
試
験

研
究
費
と
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）
が
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
税

額
控
除
制
度
が
改
組
さ
れ
、
前
記
試
験
研
究
費
の
総
額
に
係
る
税
額
控
除
制
度

お
よ
び
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制
と
別
枠
で
、
税
額
控
除
割
合
が
試
験
研

究
の
内
容
に
応
じ
て
30
％
又
は
20
％
と
な
る
と
と
も
に
、
税
額
控
除
限
度
額
の

上
限
が
当
期
の
法
人
税
額
の
５
％
相
当
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

◆ 

前
記
の
試
験
研
究
費
に
係
る
各
税
額
控
除
制
度
に
は
、
税
額
控
除
限
度
額
の
繰

越
控
除
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
該
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

［
適
用
時
期
等
］

　

本
改
正
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

改
正
項
目
10　
　

地
方
拠
点
化
税
制
の
創
設

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

企
業
の
地
方
拠
点
強
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
域
再
生
法
が
改
正
さ
れ
、
地

方
公
共
団
体
が
作
成
す
る
地
域
再
生
計
画
に
企
業
等
の
地
方
拠
点
強
化
に
係
る

事
業
を
新
た
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
事
業
者
が
事
務
所
・
研
修
施
設
等
の

本
社
機
能
を
移
転
・
新
増
設
を
行
っ
た
場
合
に
、
税
制
面
か
ら
支
援
す
る
措
置

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆ 

改
正
地
域
再
生
法
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画

に
つ
い
て
認
定
を
受
け
た
法
人
が
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
日
の
翌
日
以
後
２
年

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
地
方
活
力
向
上
地
域
内
に
お
い
て
、
特
定
建
物

等
（
特
定
業
務
施
設
に
該
当
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の
附
属
設
備
な
ら
び
に
構
築

物
）
で
、
一
定
の
規
模
以
上
の
も
の
の
取
得
ま
た
は
建
設
を
し
、
事
業
の
用

に
供
し
た
場
合
（
貸
付
け
の
用
に
供
し
た
場
合
を
除
く
）、
そ
の
取
得
価
額
の

Ⅱ
過
年
度
税
制
改
正
の
う
ち
平
成
２７
年
度

決
算
に
影
響
を
与
え
る
も
の
の
概
要

管理部だより
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◆ 

な
お
、
剰
余
金
の
配
当
等
に
係
る
所
得
税
額
の
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど

お
り
、
所
有
期
間
按
分
し
て
計
算
す
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

［
適
用
時
期
等
］

　

本
改
正
は
、
平
成
28
年
1
月
1
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
当
該
利
子
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

改
正
項
目
12　
　

地
方
法
人
税
の
創
設

［
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
］

　

◆ 

基
準
法
人
税
額
に
４
・
４
％
の
税
率
を
乗
じ
て
算
出
す
る
地
方
法
人
税
制
度
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

◆ 

当
年
度
決
算
申
告
か
ら
適
用
対
象
組
合
と
な
る
会
員
の
皆
さ
ま
は
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

［
適
用
時
期
等
］

　

本
制
度
は
、
平
成
26
年
10
月
1
日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
末
「
平
成
28
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

現
在
開
催
中
の
第
１
９
０
回
通
常
国
会
に
上
程
さ
れ
、
年
度
末
で
あ
る
3
月
31
日
ま

で
に「
平
成
28
年
度
税
制
改
正
法
案
」が
成
立
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、当
該「
平

成
28
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
の
内
容
（
紙
面
の
都
合
上
、
当
該
内
容
に
つ
い
て
は

省
略
い
た
し
ま
し
た
）
か
ら
す
る
と
、
法
人
課
税
関
連
に
つ
い
て
、
当
年
度
決
算
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
も
含
め
多
く
の
改
正
項
目
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
平
成
２８
年
度

税
制
改
正
に
つ
い
て

Ⅳ
補
足

（
平
成
２７
年
度
決
算
に
影
響
を
及
ぼ
す
会
計
基
準
の
改
正
等
）

し
た
が
い
ま
し
て
、
当
年
度
決
算
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
、
本
稿
を
参
考
に
「
平

成
27
年
度
税
制
改
正
項
目
」
に
つ
き
見
直
し
を
行
っ
て
頂
き
、
そ
の
上
で
「
平
成
28

年
度
税
制
改
正
」
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、十
分
な
事
前
対
応
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
当
年
度
決
算
上
の
留
意
事
項
に
つ
き
、
主
に
税
制
改
正
項
目
を
中
心

に
税
務
関
連
事
項
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
会
計
基
準
等
の
会
計
関
連

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
年
度
決
算
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
改
正
点
等
は
、
現
時
点

に
お
い
て
特
に
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
決
算
会
計
上
の
留
意
点

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
本
誌
２
月
号
に
て
掲
載
し
ま
し
た
「
平
成
26
年
度
決
算
に
向

け
て
・
決
算
実
務
上
の
留
意
点 

会
計
編 

」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
平
成
27
年
度
決
算
に
影
響
の
あ
る
税
制
改
正
項
目
の
う
ち
、
重
点
項
目
の

み
を
中
心
に
抽
出
し
概
説
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

の
み
の
概
要
紹
介
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
お
い
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
て
個
別
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　

本
稿
が
会
員
の
皆
さ
ま
の
平
成
27
年
度
決
算
手
続
き
実
施
に
当
た
り
、
多
少
な
り

と
も
お
役
に
立
て
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
参
照
・
参
考
文
献
：「
決
算
・
税
務
申
告
対
策
の
手
引
」（
太
田
達
也
著
：
税
務
研

究
会
出
版
局
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
税
経
通
信
２
月
号
」（
㈱
税
務
経
理
協
会
刊
）

　

及
び
資
料　
　
　

：
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
平
成
27
年
度
等
税
制
改
正
関
連
資
料
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福 岡

支所発
「第59回 佐賀県酪農婦人の集い」
開催される！

２月19日㈮、佐賀県酪農婦人部連絡協議会
（川久保美保子会長）、JAグループ佐賀畜産振
興協議会（中野吉實会長）主催の「第59回佐
賀県酪農婦人の集い」が、唐津市「唐津シーサ
イドホテル」において、約90名の酪農婦人及
び関係者が参加し開催され、本会からも清家英
貴代表理事専務が出席いたしました。

利益向上や環境美化に取り組み、県内酪農家
同志で交流することで団結を強めるこの大会の
スローガンに則り、乳質改善共励会、生乳需要
期増産表彰、牧場花いっぱいコンクールの表彰
式が行われました。

続いて行われた意見・体験発表では、「酪農
とともに半世紀」と題して唐津市の小川久子さ
んが発表されました。最後に、佐賀県酪農婦人

部連絡協議会 原口真里子副
会長により「婦人の集い宣
言」が読み上げられ、会場か
ら大きな拍手をもって採択さ
れました。

午後からは、鹿児島市立西紫原小学校教諭で
ある尾場瀬優一氏をお招きし、「酪農体験活動で
酪農家から学んだこと」と題した講演会が行わ
れました。

半世紀以上に亘り佐賀県酪農女性を盛り上げ
ている催しは、今年も盛会のうちに終了しました。

　　　    （K.S）

福 岡

支所発
九州・沖縄地区酪農団体協議会

「平成27年度役員視察研修」を開催！

2月8日㈪～ 10日㈬、九州・沖縄地区酪農団
体協議会（尾形文清会長）主催の「平成27年
度役員視察研修」が開催されました。今回の目
的は“搾乳ロボット使用農家の視察及び組合運
営に関する意見交換”とし、九州・沖縄地区の団
体長を始めとする役員・事務局総勢15名が参加
しました。

始めに、全酪連那須青木TMRセンターを視察
し、概況説明及び工場内見学を行いました。次
に、平成12年に栃木県内初のレリー社製搾乳ロ
ボットを導入した農事組合法人 間宮牧場（栃木
県那須郡）を視察。利用者間の情報共有やメンテ
ナンス体制の整備の先駆者となった間宮祐一さん
より概要説明を伺いながら、実際に搾乳ロボット
の一連の動きを観察しました。他にも、酪農家7

戸で北海道に預託育成牧場を設立し、ET和牛生
産販売を構築するなど、多様な視点で地域の酪
農基盤確保に取り組まれている話を伺いました。

続いて、酪農とちぎ農業協同組合（坂主正代
表理事組合長）を訪問。大型化と家族経営の2
極化が進む中、組合運営や今後の酪農展望等に
ついて活発な意見交換が行われました。

最終日には、農林水産省生産局畜産部畜産振
興課を表敬訪問。九州・沖縄ブロックでの開催
となる第15回全共に関する協力要請を行い、充
実した視察研修となりました。　　　　　 （K.S）

▲ 小川久子氏

◀ 表彰受賞者の皆さん

全酪連那須青木 ▶︎
ＴＭＲセンターを視察 　

搾乳ロボット使用農家の ▶︎
間宮牧場を視察 　

2016・3  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　14
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量
は
７
４
，
１
４
３
ト
ン
（
平
成
26
年

度
末
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

金
子
牧
場
に
つ
い
て

金
子
牧
場
は
現
在
、
経
産
牛
95
頭
、

育
成
牛
16
頭
、
子
牛
６
頭
を
飼
養
さ
れ

て
い
ま
す
。

搾
乳
牛
は
２
群
の
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛

舎
で
飼
養
さ
れ
、
群
分
け
は
高
泌
乳
牛

群
と
低
泌
乳
牛
群
。低
泌
乳
牛
群
に
は
、

日
々
の
観
察
か
ら
異
常
が
予
見
さ
れ
る

牛
と
治
療
牛
、
ま
た
分
娩
直
後
の
牛
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

採
食
通
路
に
は
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て

お
り
、
レ
ー
ル
上
を
ミ
キ
サ
ー
付
き
給

餌
機
が
走
行
し
て
両
群
に
十
分
な
採
食

量
を
給
与
出
来
る
仕
様
に
な
っ
て
い
ま

す
。
レ
ー
ル
式
に
し
た
の
は
、
ご
家
族

地
勢

今
回
は
、
栃
木
県
の
中
部
に
位
置
す

る
さ
く
ら
市
で
酪
農
業
を
営
ん
で
い
る

金
子
和
弘
牧
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
く
ら
市
は
関
東
平
野
を
南
へ
と
流

れ
利
根
川
へ
と
合
流
す
る
一
級
河
川
の

鬼
怒
川
が
流
れ
て
お
り
、
市
内
の
丘
陵

の
間
に
開
か
れ
た
平
地
で
は
稲
作
を
中

心
と
し
た
農
業
と
林
業
が
盛
ん
な
地
域

で
す
。

金
子
牧
場
は
、
栃
木
県
酪
農
業
協
同

組
合
（
石
川
正
美
代
表
理
事
組
合
長
）

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
栃
木
県
酪
農
業

協
同
組
合
に
は
２
０
３
戸
の
生
産
者
が

所
属
し
て
お
り
、
組
合
の
年
間
生
産
乳

牛と家族の健康を考えた
酪農経営

No.274

栃木県さくら市金子和弘牧場
金子和弘さん ▲

栃木県

さくら市

▲搾乳牛群写真： 給餌機が採食通路を走行できる様、レール
が敷かれています。

▼看板
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誰
も
が
給
餌
を
行
っ
て
も
安
全
に
作
業

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。

金
子
牧
場
で
の
担
当
は
、
牧
場
主
の

和
弘
さ
ん（
39
歳
）が
牛
の
観
察
を
行
っ

た
上
で
の
飼
料
調
製
、
搾
乳
と
圃
場
の

作
付
計
画
・
管
理
を
し
、
母
親
の
勝
子

さ
ん
が
哺
育
と
搾
乳
、
弟
の
晴
貴
さ
ん

が
搾
乳
と
堆
肥
出
し
と
事
務
を
担
当
さ

れ
て
お
り
、
日
々
の
仕
事
に
励
ま
れ
て

い
ま
す
。

金
子
牧
場
の
歴
史

金
子
牧
場
は
、
父
親
の
益
夫
さ
ん
が

昭
和
40
年
に
現
在
の
地
で
１
頭
の
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
牛
を
導
入
し
た
事
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
当
時
は
小
さ
な
牛
舎
で
し

た
が
、
導
入
と
自
家
育
成
か
ら
最
大
で

る
規
模
へ
の
転
換
を
決
め
、
平
成
12
年

に
は
作
業
性
の
良
さ
に
着
目
し
フ
リ
ー

バ
ー
ン
へ
の
飼
養
形
態
へ
転
換
、
乳
牛

も
60
頭
に
縮
小
す
る
一
方
で
、
50
頭
の

Ｆ
１
肥
育
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
現

在
は
Ｆ
１
肥
育
を
や
め
、
酪
農
専
業
に

至
っ
て
い
ま
す
。

和
弘
さ
ん
ご
自
身
は
次
男
で
す
が
、

中
学
生
の
頃
に
将
来
は
牧
場
を
引
き
継

ご
う
と
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

た
め
高
校
卒
業
後
に
は
、
茨
城
県
の
農

業
専
門
学
校
で
畜
産
の
知
識
と
技
術
を

学
び
、
23
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
23
年
、
35
歳
で
牧
場
を
継

承
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
飼
料

今
回
の
取
材
に
当
た
り
、「
特
段
特

別
な
事
は
や
っ
て
い
な
い
よ
！
」
と
謙

遜
さ
れ
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
給
与

飼
料
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
頭
当
た
り
給
与
飼
料
は
、
オ
ー
ツ

ヘ
イ
１
～
２
kg
、
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

８
kg
、
粗
飼
料
主
体
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
（
全
酪

エ
ク
セ
ル
Ｔ
Ｍ-

Ｆ
３
）
５
～
６
kg
、

バ
ガ
ス
と
パ
イ
ン
粕
を
少
々
と
、
豆
腐

粕
５
kg
、
金
子
ミ
ッ
ク
ス
（
全
酪
連
個

人
配
合
飼
料
）
を
８
～
10 

kg
と
他
の
配

合
飼
料
５
～
６
kg
、
さ
ら
に
重
曹
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ

ン
剤
、
強
肝
剤
、
カ
ビ
毒
吸
着
剤
を
朝

夕
２
回
に
分
け
て
給
餌
機
に
投
入
し
、

撹
拌
し
て
給
与
し
て
い
ま
す
。

豆
腐
粕
の
利
用
は
、
毎
日
多
量
に
手

に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
か
ら

最
大
で
10 

kg
給
与
ま
で
試
さ
れ
ま
し
た

が
、
乳
質
と
繁
殖
成
績
を
考
慮
し
試
行

錯
誤
の
末
、
現
在
の
５
kg
給
与
へ
い
き

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
粗
飼
料
主
体
Ｔ

Ｍ
Ｒ
は
複
数
草
種
の
採
食
を
可
能
に
す

▼全酪連TMR　エクセルTM－F3

▲デントコーンサイレージ

経
産
牛
は
１
８
０
頭
ま
で
増
え
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛

舎
を
新
築
し
、
繋
ぎ
牛
舎
と
の
併
用
で

の
飼
養
体
系
へ
移
行
、
同
時
に
ヘ
リ
ン

ボ
ー
ン
８
頭
複
式
の
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー

ラ
ー
設
備
も
導
入
し
ま
し
た
。

し
か
し
規
模
の
拡
大
か
ら
従
業
員
の

雇
用
も
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
労
働
量

が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
生
産
調
整
な
ど

の
事
情
も
あ
り
、
経
営
規
模
縮
小
へ
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
平
成
５

年
に
は
家
族
労
働
力
で
飼
養
管
理
で
き

▲ヘリンボーン８頭複式
ミルキングパーラー

▲給餌機

▼バンカーサイロ

▲豆腐粕

▲地下サイロ
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勢
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
様
々
な
情
報
を
積
極

的
に
収
集
し
、
牧
場
で
活
用
で
き
る
こ

と
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
”
と
力
強

い
考
え
を
お
聞
か
せ
頂
き
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法

経
営
主
で
多
忙
の
金
子
さ
ん
で
す

が
、
週
に
２
回
ほ
ど
夜
に
テ
ニ
ス
と
、

仲
間
が
揃
え
ば
ゴ
ル
フ
も
さ
れ
て
お

り
、
趣
味
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
、
気
分

転
換
を
図
る
こ
と
で
“
仕
事
を
ま
た
頑

張
ろ
う
！
”
と
活
力
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
組
合
の
青
年
部
長
を
務

め
ら
れ
て
お
り
、
各
種
会
合
で
組
合
を

超
え
た
交
友
関
係
を
持
た
れ
、
情
報
交

換
も
積
極
的
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
昨

年
は
ご
結
婚
さ
れ
、
昨
年
に
娘
さ
ん
が

誕
生
し
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
か
れ
て
い

ま
す
。

年
度
末
で
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ

ら
ず
快
く
取
材
に
協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
金
子
牧
場
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

る
こ
と
と
、
選
び
食
い
の
防
止
が
目
的

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
自
給
飼
料
に
も
取
り
組
ま

れ
、
12
町
歩
の
圃
場
を
利
用
し
て
デ
ン

ト
コ
ー
ン
と
ラ
イ
麦
の
生
産
も
行
い
、

コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

金
子
牧
場
の
現
在
の
生
乳
生
産
成
績

は
、
搾
乳
牛
１
頭
当
た
り
の
平
均
日
乳

量
約
30 

kg
。
牧
場
生
乳
生
産
量
９
１
７

ト
ン
、
経
産
牛
１
頭
当
り
乳
量
９
，

６
６
２
kg
（
い
ず
れ
も
２
０
１
５
年
）

で
す
。

夏
場
で
も
28 

kg
以
上
は
維
持
し
、
乳

質
成
績
も
良
好
で
す
。
朝
・
夕
の
作
業

の
ほ
か
に
、
昼
に
は
ク
レ
イ
ン
グ
ラ
ス

を
１
頭
当
た
り
１
～
２
kg
給
与
し
な
が

ら
、
牛
の
様
子
に
異
常
が
な
い
か
観
察

し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｓ

金
子
さ
ん
は
本
会
の
Ｄ
Ｍ
Ｓ（D

airy-
farm

 M
anagem

ent Support 
System

）
を
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

金
子
さ
ん
は
Ｄ
Ｍ
Ｓ
を
通
し
て
、
過

去
の
経
営
成
績
と
の
比
較
、
Ｄ
Ｍ
Ｓ
利

用
者
平
均
と
の
比
較
か
ら
ご
自
身
の
経

営
の
課
題
発
見
と
今
後
の
経
営
計
画
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

更
に
、“
何
よ
り
税
務
申
告
が
楽
に
な
っ

た
よ
！
”
と
、
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

年
３
～
４
回
行
っ
て
い
る
入
力
確
認

会
と
、
年
度
明
け
の
経
営
総
括
の
場
に

参
加
さ
れ
て
お
り
、
参
加
生
産
者
の
方

と
の
情
報
交
換
か
ら
、
よ
り
良
い
経
営

方
策
は
無
い
か
と
模
索
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｍ
Ｓ
の
活
用
目
的
の
お
話
を
伺

い
、
日
々
自
己
研
鑽
に
励
ま
れ
て
い
る

事
を
感
じ
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
に
と
っ
て
の
酪
農
業

金
子
さ
ん
に
と
っ
て
の
酪
農
の
魅
力

は
、“
牛
は
か
わ
い
く
て
、
見
て
い
る

と
癒
さ
れ
る
”“
毎
日
の
搾
乳
に
よ
る

安
定
し
た
収
入
が
見
込
め
る
の
で
経

営
計
画
が
立
て
や
す
い
”“
自
分
の
生

活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
時
間
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
仕
事
が
出
来
る
こ

と
”
と
、
お
話
頂
き
ま
し
た
。

将
来
の
目
標
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
は
、“
夏
場
の
乳
脂
肪
率
の
向
上
”“
繁

殖
成
績
の
向
上
”“
性
判
別
精
液
を
さ

ら
に
積
極
利
用
し
て
自
家
育
成
牛
の
確

保
”
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
乳
脂

肪
率
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
重

曹
だ
け
で
は
な
く
バ
イ
パ
ス
油
脂
の
使

用
を
試
み
た
い
そ
う
で
す
。
ま
た
作
業

の
さ
ら
な
る
効
率
化
も
考
え
ら
れ
て
お

り
、
家
族
全
員
の
余
暇
を
増
や
せ
る
酪

農
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
の
考

え
を
お
持
ち
で
す
。

経
営
に
つ
い
て
は
“
ど
ん
な
酪
農
情

▲ＤＭＳ入力確認会

▲圃場面積は計１２町　
デントコーンとライ麦を作付けしています。



原 料 情 勢 平成28年2月

2月9日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

【14/15年産】　�作付面積90.6百万エーカー、単収171.0bu/エーカー、生産量142億1,600万bu、総需要量137億
4,800万bu、期末在庫17億3,100万bu、�在庫率12.6%　　需給両面で変化なし。

【15/16年産】　�作付面積88.0百万エーカー、単収168.4bu/エーカー、生産量136億100万bu�、総需要量135億4,500万
bu、期末在庫18億3,700万bu、在庫率13.6%　　需要面は減少し、供給面で増加、期末在庫は増加した。

トウモロコシ
相場動向

先月の発表以降の動きは、生産見通しが引き下げられた事により買い戻しの動きが出た。また輸出産地の一つである
南アフリカで干ばつの懸念が報じられるとさらに買いが広がった。2月に入り、世界経済の不安から原油等の商品先物
市場も下落し、トウモロコシも軟調に推移。今後のシカゴ相場の背景は、他国に輸出需要を奪われ、4ヶ月連続で下方
修正された。一時、南米の天候が危ぶまれたが、ブラジルでは例年を上回るペースで作付が進んでおり、米国産トウモ
ロコシの輸出量は更に下方修正される可能性が高い。今後は上値は重く、軟調に推移していくと思われる。

2月9日発表
米国農務省
大豆需給予想

【15/16年産】　�供給面では前月対比変化がなかったが、需要面で減少があり、�期末在庫は増加し450百万buとなった。
期末在庫4億5,000万bu、在庫率12.2％。現在のシカゴ相場は若干下げ渋るような状況が見られるが、
米国産大豆は史上最高の豊作となっており、また南米も豊作となれば更なる軟調な展開が期待される。

大豆粕相場動向
国内産大豆粕については、生産量は順調に推移しており、以前は差があった大豆と菜種の搾油採算は拮抗しつつある。
全般的にみると価格は北米の豊作、原油の下落、為替円高の影響を受け、軟調に推移している。

糟糠類

【一般フスマ】1月に粉価（小麦粉）改定があり値下げとなったが、暖冬の影響等で需要が伸びず（鍋用の麺類等
の需要低迷など）、発生量は低調に推移している。一方、配合率は増加傾向にあるなど需要は堅調に推移してお
り、全体的には需要は引き締まる見込み。

【グルテンフィード】国内スターチメーカーでは年明けより順調に操業しており、グルテンフィードの発生量は増加して
いる。一方、需要面では、1月の価格改定でグルテンフィードは値下げとなったが、置換性の高いDDGS（穀類蒸留
粕）等の原料が大幅値下げとなったため、配合率は下がっており、需給は緩和傾向にある。

海上運賃
船腹余剰感も解消されておらず、弱含みで推移している。荷動きも閑散としており、船主は赤字で用船してい
る。下値余地は限定的であり、当面は引続き軟調に推移していくと思われる。

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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米国産大豆生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 平成28年2月

北米コンテナ船
フレート

昨年末から2月1日付けでGRI（基礎運賃値上げ）が発表されていたが、殆どの船社が3月1日への延期を決
断している。相変らず北米発アジア向けの貨物量に余剰感があり、さらに原油価格が下落している状況で、各
船社の経営状況は依然として厳しい。このため、今後も最安レベルである海上運賃の修復に向けての動きは続
いていくと思われる。一方で、豪州航路でも米国と同様に労務交渉が行われており、各地の港湾で1月18日朝
～1月19日朝の24時間ストライキが実施された。その後、予定されていたストライキは回避されたが、現状決
まっているのは「2月26日までは協議を継続するためストライキは行わない」という合意のみのため、今後の動
きには十分注意が必要。�

ビートパルプ
世界の砂糖市況は、最大の生産国であるブラジル通貨のレアル安により砂糖の輸出意向が強まっており、これに伴
い国際砂糖相場は引き続き低迷している。米国での作付けはアイダホ州・ミシガン州では3月末頃、ミネソタ州・
ノースダコタ州では4月頃から始まり、現時点では作付面積に大きな変動をもたらす要因は見当たらない。�

アルファルファ

ワシントン州では12月に大雪があり、各地域の貯水量は一気に回復してきている。今後も例年通りの降雪が期
待されるため、水不足の懸念は緩和しつつある。一方で、断続的な降雪の影響により、各サプライヤーから港
までの輸送に通常の倍以上の時間がかかる日もあり、一部に船積みの遅れが出ている。産地相場は全般的にプ
レミアム品とそれ以外の価格差が広がりを見せている。プレミアム品は発生量が限定的なうえ、一定の需要が
ある一方、それ以外の品は国内乳価低迷などの影響を受け、他の安価な副産物へ置き換えられているためと言
われている。�

また、カリフォルニア州での作付面積は、1月15日現在で前年比110％と増加している。これは小麦相場が昨
年に比べ低調なことから、その代替えとして作付けしている圃場も出てきている模様。米国内の引き合いは強
くないものの、中国向けを中心に需要は堅調であることから当地域での生産意欲は高まっている。�

チモシー

【米国産】2015年1-12月の輸入数量は、279,878トンと前年比99％で推移した。上級品の在庫は限られていた
が、中級品以下は例年以上に発生し在庫も豊富にあるため、産地価格は軟化し徐々に日本国内にもその価格が
浸透しつつある。そのため、今後の日本国内の需給動向および相場には十分注意が必要となる。

【カナダ産】2015年1-12月の輸入数量は、92,380トンと過去10年を振り返っても生産量が少なかった上に降
雨被害があり、価格が高止まりした2010年産に次ぐ少なさとなった。産地相場は、豪州産オーツの豊作と、米
国産チモシーの価格軟化に引っ張られる形でカナダ産チモシーに対しても徐々に値下げの圧力がかかっている
状況。ただし、カナダ国内は旱魃の影響で国内需要は非常に堅調で上級品の発生も限られていることから、米
国産程の値下げは期待しにくい環境にある。

スーダングラス

2015年1-12月の輸入数量は、283,215トンと5年ぶりに30万トンを割り込んだ結果となった。これは、前半、
港湾問題による入船量の減少、その後の過剰入船による在庫調整、不安定な天候による作柄不良と競合する豪
州産オーツの作柄の影響と考えられる。一般的に早播きスーダンとの競合すると言われる小麦の作付面積は、1
月15日時点で前年比50％以下となっているためスーダンの作付けは回復するとの見方があるが、もう暫くは作
付動向を見ていく必要はある。15年産は茶葉が少ない良品が例年より少なかったため、産地価格への影響が
懸念される。�

クレイングラス

年明け以降も日本向けの荷動きは順調で、さらに新年度の輸入割当が始まった韓国向けの船積みも増えてきて
いる。15年産は収穫期の不安定な天候から過去2年ほどの作柄ではなかったものの例年並みの品質であり、現
時点での産地在庫は品質を選ばなければまだまだ余裕はある模様。堅調な需要に支えられ、16年産の作付面
積に大きな変動はないと予想される。�

ストロー類

年明けから新たな輸入割当が解禁になった韓国向けの引き合いが強まりつつある。また、現在の産地相場は生
産農家が満足できるものではないため、一部の生産農家は新規の売買を控え、価格の上昇を待っている状況で
ある。さらには、豪州産ストローの作柄が不調なため北米産ストローに需要が増える見込みがあり、今後の産
地価格は一転して堅調に推移する可能性もあり、注意が必要である。�

オーツヘイ

【豪州全体】15年産オーツヘイの収穫は終了している。各3州とも基本的に収穫期の天候に恵まれ、大部分が上
級品となった。このため中級品以下の発生が限定的となり、いくつかの輸入業者はストロー類とオーツヘイを
混ぜたブレンド品をそれらの代替えとして紹介している。� �

荷動きは順調に推移しているが、近年存在感を増しつつある中国との商談が昨年末から進んでおり、その買
付数量は年間20万トンを超えると言われている。中国からの需要増加は昨年12月20日に発行された中国
-豪州間の自由協定が背景にある。（発効前9％関税→12月20日付7.2％→1月1日付5.4％まで引き下げ）
このため、中国向けの契約を昨年末から急速に進めており、今後産地価格を下支えする大きな要因になる
と予想される。�

豪州全体の今年のオーツヘイの供給余力は、70-75万トンと推測されているが、これら中国の需要を含めた
輸出需要は75万トン以上になるため、徐々に在庫にひっ迫感が生まれてくることも考えられ、注視が必要で
ある。
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各地の需給動向

【東�北】1月生乳生産は前年比 99.1％。月間通して域内処理は好調の感度。飲用牛乳向けは 97.7％、はっ酵乳向けは 117.4％、特定乳
製品向けは 94.9％となった。

【関�東】生乳生産量は前年比 100.4％。上 - 中旬前半は好調維持したが、以降は寒波の影響で減少。処理はおおよそメーカー計画通りに
推移。飲用牛乳向けは 102.4％。特定乳製品向けは 90.6％となった。

【東�海】生産は前年比 97.9％。飲用牛乳向けは 95.4％、はっ酵乳向け 122.4％、特定乳製品向けは 88.8％となった。

【近�畿・中国・四国】生乳生産量は近畿で前年比 99.4％、中国 100.0％、四国 94.2％。処理はおおよそ順調に推移し、飲用牛乳向けにおいて、
近畿 99.9％、中国 100.4％、四国 92.3％となった。

【九�州】生産は前年比 97.2％。処理は中旬まで計画通り推移したが、以降やや増加、不足感が生じていた。飲用牛乳向けは 94.9％、はっ
酵乳向けが 108.4％、特定乳製品向けは 97.9％となった。

用途別販売数量

飲用向 261,933tで、前年同月比 2,473t(0.9%)減少

はっ酵乳向 35,763tで、前年同月比 1,900t(5.6%)増加

クリーム向105,457tで、前年同月比 2,549t(2.4%)減少

チーズ向 36,122tで、前年同月比 2,814t(7.2%)減少

特定乳製品向163,613tで、前年同月比 6,536t(4.2%)増加
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受託販売乳量

都府県 280,475tで、前年同月比 3,230t(1.1%)減少全国 602,890tで、前年同月比 601t(0.1%)増加

北海道 322,415tで、前年同月比 3,831t(1.2%)増加
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用途別生乳処理量

❶ 牛乳等向処理量

❸ クリーム向処理量

❷ 特定乳製品向処理量

❹ チーズ向処理量
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単位：千t未満を四捨五入した数値を標記しているため、各項目の合計と表の合計とが合致しない場合がある

年月
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生産
量

年月
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特　定
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②

特　定
乳製品向

②
クリーム向

③
チーズ向

④
クリーム向

③
チーズ向

④
2014. 4月 627 622 319 303 148 155 112 43 2015. 4月 625 620 322 298 148 150 114 37

5月 650 645 342 303 148 155 112 44 5月 649 644 347 297 151 146 109 37
6月 619 614 345 269 120 149 108 41 6月 625 620 349 271 126 145 107 38
7月 618 613 337 276 120 156 113 43 7月 629 624 338 286 133 153 110 43
8月 600 595 317 278 126 153 111 42 8月 608 604 323 281 133 148 107 41
9月 583 578 342 236 88 148 109 39 9月 593 588 338 250 107 143 107 36

10月 598 593 346 247 100 148 112 36 10月 603 599 344 255 107 148 111 37
11月 584 579 325 254 107 147 112 35 11月 588 584 329 255 110 146 110 36
12月 613 608 306 302 151 152 111 40 12月 620 616 311 304 158 147 109 37

2015. 1月 624 619 314 304 158 146 105 41 2016. 1月 627 623 317 305 165 140 101 39
2月 573 568 299 269 128 142 101 40 2月
3月 642 637 319 319 159 160 117 43 3月

年 度 計 7,331 7,271 3,910 3,361 1,552 1,810 1,324 486 年 度 計 6,168 6,121 3,319 2,803 1,337 1,466 1,085 381

単位：千t

用途別処理量計 用途別処理量計
乳製品向

その他乳製品向 その他乳製品向

乳製品向

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
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※生乳需給動向の指標となる特定乳製品の生産及び消費の動向です。

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構、農林水産省生産局畜産部牛乳乳製品課調べ

年月 脱脂粉乳生産量 脱脂粉乳消費量 バター生産量 バター消費量 年月 脱脂粉乳生産量 脱脂粉乳消費量 バター生産量 バター消費量
2014. 4月 11.4 11.8 6.3 6.4 2015. 4月 12.0 11.0 6.1 5.7

5月 10.9 11.0 5.7 5.0 5月 11.5 9.7 6.0 5.1
6月 8.9 9.5 4.9 4.7 6月 9.6 8.5 5.0 5.1
7月 8.8 11.0 4.7 5.7 7月 10.1 9.7 5.3 4.2
8月 9.1 11.0 4.7 5.2 8月 9.9 10.6 5.2 5.4
9月 6.9 8.4 3.5 3.7 9月 8.6 10.1 4.2 3.4

10月 7.4 10.6 3.9 5.2 10月 8.4 10.6 4.3 3.6
11月 8.9 8.0 4.0 4.0 11月 9.1 9.9 4.2 5.5
12月 13.1 10.0 5.7 5.6 12月 13.9 11.0 6.2 7.5

2015. 1月 12.2 7.1 6.7 4.4 2016. 1月 12.6 9.7 6.8 4.5
2月 10.1 6.9 5.2 5.0 2月
3月 13.1 9.2 6.2 6.1 3月

年 度 計 120.8 114.5 61.5 61.0 年 度 計 105.8 100.8 53.3 50.1
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脱脂粉乳の生産及び出回り量推移

バターの生産及び出回り量推移

単位：千t

単位：千t

単位：千t

特定乳製品（脱脂粉乳・バター）の国内生産及び出回り量の推移
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バター　国内在庫・大口需要者価格推移

脱脂粉乳　国内在庫・大口需要者価格推移

※単価は税抜き
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資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、大口需要者価格

区  分
バター 脱脂粉乳

区  分
バター 脱脂粉乳

期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格

年月 千t 価格
円/㎏ 千t 価格

円/㎏ 年月 千t 価格
円/㎏ 千t 価格

円/㎏

2014. 4月 17.2 1,181 39.9 604.56 2015. 4月 18.3 1,273 47.6 646.56
5月 17.9 1,183 39.8 610.30 5月 19.3 1,255 49.4 649.41
6月 18.1 1,186 39.2 614.85 6月 19.2 1,272 50.4 649.81
7月 17.1 1,199 37.0 618.63 7月 20.2 1,276 50.9 651.15
8月 16.5 1,212 35.1 619.85 8月 20.0 1,272 50.2 651.00
9月 16.4 1,208 33.6 621.48 9月 20.8 1,272 48.7 650.89

10月 15.1 1,213 30.4 622.00 10月 21.5 1,272 46.5 649.93
11月 15.1 1,223 31.3 623.19 11月 20.1 1,272 45.7 649.93
12月 15.3 1,223 34.3 623.52 12月 18.8 1,266 48.6 649.52

2015. 1月 17.5 1,222 39.4 623.93 2016. 1月 21.1 1,262 51.5 649.52
2月 17.7 1,222 42.6 624.30 2月
3月 17.8 1,221 46.5 626.78 3月

年 度 計 201.7 − 449.1 − 年 度 計 199.3 − 489.5 −

脱脂粉乳・バターの国内在庫及び大口需要者価格の月別推移
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酪農いきいき
フォトコンテスト

らくのうこども
ギャラリー

●西日本酪農青年女性会議
　〒532-0011　大阪市淀川区西中島5-14-10 
　新大阪トヨタビル６階 全酪連大阪支所内
　TEL 06-6305-4196
●九州酪農青年女性会議
　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-2-15
　事務機ビル7階 全酪連福岡支所内
　TEL 092-431-8111

●北海道酪農青年女性会議
　〒060-0003　札幌市中央区北3条西7丁目1
　酪農センター5階 全酪連札幌支所内
　TEL 011-241-０７６５
●東北酪農青年婦人会議
　〒980-0021　仙台市青葉区中央1-7-20
　東邦ビル3階 全酪連仙台支所内
　TEL 022-221-5381

●関東甲信越酪農青年女性会議
　〒108-0014　東京都港区芝４-17-5
　相鉄田町ビル５階 全酪連東京支所内
　TEL 03-5931-8011
●中部酪農青年女性会議
　〒460-0008　名古屋市中区栄1-16-6
　名古屋三蔵ビル3階 全酪連名古屋支所内
　TEL 052-209-5611

提
出
先
一
覧

※いずれも、酪農家がいきいきと牛乳
生産に励む様子や、安心安全な牛乳
生産のため懸命に仕事に取り組む姿
勢が感じられるようなもの。

第42回特選　「牛の一場面」
仲原柚奈さん

　全国酪農青年女性会議では、酪農家の生活や牛乳の生産現
場をより鮮明に消費者に伝えていくことを目的に、「酪農いき
いきフォトコンテスト」を実施します。
　つきましては､下記のとおり作品を募集しますので､ふるっ
てご応募いただきますようお願いいたします。

第6回最優秀賞　「温かくて、お昼寝きもちいい～」
古川美津子 氏

第43回 第7回

 1 募集規定
（１） 酪農を中心とした題材の図画（大きさは自由）
（２） 自作で未発表のものに限ります。
（３） 作品には、題名・住所・氏名・振り仮名・年齢・学校名・学年・保護

者名を必ず記載してください。また、酪農家の子弟につい
ては保護者の所属組合名を記載してください。

（4）作品返却を希望される方は応募時に返却希望の旨を申し
出てください。

 2 応募資格
４歳から中学生までの酪農家の子弟、および酪農に関心のある
一般のお子さん。

 3 締 切 日
平成28年5月27日（金）（当日消印有効）

 4 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性（婦人）会議
事務局宛に提出してください。

 5 審査結果の発表
「第45回全国酪農青年女性酪農発表大会」の発表要旨、およ
び全酪連会報７月号に審査結果を掲載いたします。

 6 褒 　 賞
•特　選 １点　　
•入　選 ４点以内
•秀　作 若干
•ファミリー賞 若干
　（牛とのふれあいなど、ほのぼのとした雰囲気を持つ作品に贈られます）

•あすなろ賞 若干
　（小学校入学以前の方の優秀作品に贈られます）

◎特選に選ばれた方は、保護者（１名）同伴で「第45回全国酪農
青年女性酪農発表大会」に招待します。

◎入賞者には記念品を贈呈いたします。
◎図画の優秀作品は、作者の顔写真・審査講評と共に「全酪連

会報」の最終ページに掲載します。

 1 テ ー マ
①「乳牛のいる風景」
②「酪農作業風景」

 2 募集規定
（１）写真は可能な限りデータで提出してください。
（２）自作で未発表のものに限ります。
（３）作品には、題名･氏名・振り仮名･住所･所属組合名を必ず

記載してください。

 3 応募資格 　酪農家

 4 締 切 日  　平成28年5月27日（金）（当日消印有効）

 5 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄の酪農青年女性（婦人）会議事務所
宛に提出してください。

 6 審査方法
応募作品を「第45回全国酪農青年女性酪農発表大会」の会
場内に掲載し、大会参加者の投票による審査を行います。
(応募多数の場合は事務局による予備審査を行います。)

 7 審査結果の発表
①「第45回全国酪農青年女性酪農発表大会」２日目に投票結果

として掲示します。
②｢全酪連会報｣の表紙に使用します。（号数未定)

 8 褒 　 章
•特　選　　１点　（2テーマの中で特別に投票数の多かった作品)

•入　選　　若干数（特選を除いて投票数の多かった作品数点)

◎入賞者には賞品を贈呈いたします。
◎提出していただいた作品の返却はいたしません。
◎応募していただいた作品は、全酪連会報およびカレンダー

への掲載を含め、今後各地での牛乳消費拡大活動（「父の
日に牛乳を贈ろう！」キャンペーン含む）等で使用するこ
とがありますのでご了承ください。

作品募集のお知らせ 主催：全国酪農青年女性会議
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北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成28年3月1日現在

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 42〜48 札幌管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計で97.1％、累計で98.4％、苫小牧管内月計で
100.2％、累計で100.6％の実績となっている。
3月の初妊牛動向は、F1腹が中心となり5～ 6月分娩予定のものとなる。全道的に初妊牛価格が高騰している
ことを受けて、比較的相場の落ち着いていた南北海道地区に購買客が集中し、育成牛・初妊牛の価格は強含みで推
移している。また、庭先購買においては3か月先の分娩腹が出品されている状況で、荷動きはかなり早くなってい
る。

初　妊　牛 65〜70

経　産　牛 50〜55

釧路管内

育成牛（10-12月令） 45〜55 根釧管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で104.0％、累計で102.5％、中標津管内月計で
102.8％、累計で100.6％の実績となっている。
3月の初妊牛動向は、5月下旬から6月分娩腹が中心となる。ここ数カ月、価格は高騰し続けており、今後も資源
不足と大型牧場を中心とする導入需要が強い事から価格は強含みで推移すると思われる。後継牛が不足する中、
ホル腹、特に雌雄選別腹の牛は自家保留される傾向が強まっており資源が非常にひっ迫している。ホル腹の初妊
牛導入を希望される場合でも、条件に余裕を持って第2希望としてＦ１腹の検討もお願いします。

初　妊　牛 68〜75

経　産　牛 50〜55

帯広管内

育成牛（10-12月令） 45〜50 帯広管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で103.7％、累計で104.3％の実績となっている。
3月の初妊牛動向は、5～ 6月分娩腹が中心となる。春分娩予定の需要は例年多くなる時期ではあるが、導入計画
のもとに大規模な導入を行っている道内・道外の牧場において3月末までの導入としているところが多く、頭数
確保のための更に引き合いも強くなると見込まれ、初妊牛価格はより強含みで推移するものと思われる。また、初
妊牛価格の高騰を受けて春産みとなる乾乳牛や分娩直後の経産牛の引き合いも強く、経産牛価格も強含みで推移
するものと思われる。

初　妊　牛 68〜75

経　産　牛 50〜55

道北管内

育成牛（10-12月令） 42〜48 道北管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で101.8％、累計で101.3％、北見管内月計で
100.5％、累計で100.6％の実績となっている。
3月の初妊牛動向は、5月～ 6月分娩中心ですが、各地区市場の出場頭数減少により市場開催毎に価格が上昇し
ており裾もの価格が更に高騰している。都府県道内の大型牧場の需要が続いており、更に春先分娩の需要増加の
時期でもあり価格は更に上昇して推移すると思われる。育成牛価格、経産牛価格についても高騰している。

初　妊　牛 65〜72

経　産　牛 50〜55

道内総括

育成牛（10-12月令） 45〜53 道内の2月中旬までの生乳生産量前年比は102.1％、累計で101.7％の実績となっている。
3月の初妊牛動向は、5月～６月分娩中心で、全道的に高値で推移する見込み。例年、春分娩予定の需要が多くな
る中、今年は道内外のメガファームの引き合いも重なり、更に高値で推移するものと思われる。種付け前の育成牛
相場が先月より更に高値で取引されている事から、この先の初妊牛相場は上昇又は高値維持で推移するものと思
われ、年度内に導入される希望がありましたら、価格、分娩腹等に余裕を持って注文されます様、お願いします。

初　妊　牛 65〜73

経　産　牛 50〜55

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。

今月の表紙は、「第６回酪農いきいきフォトコンテス
ト」（第44回全国発表大会にて開催）で応募頂いた作品

「見つめる視線」（北海道 池田 
辰実氏　撮影）です。北海道
の大自然の中で生きる力強さ、
たくましさが伝わってくる一枚
です。

見つめる視線

お詫びと訂正
本誌２月号（No.605）P6頁右下欄に掲載しました「酪農業に対する理解情勢活動報告」の記事の中で誤りがありました。
謹んでお詫び申し上げますとともに、訂正いたします。

＜誤＞武富町　→　＜正＞武豊町　　武豊町ゆめたろうプラザ「武豊町産業まつり」（愛知県武豊町）

ミルクアレンジ
募集中!!
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入賞作品紹介入賞作品紹介

※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第42回らくのうこどもギャラリー」で
全国588点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今月の今月の

今 月の入賞作品は、坂戸市立大家小学校（関甲信）1年の嶹津 柊斗さんの作品です。
　　　お母さん牛とおなかの中の赤ちゃん牛が描かれた透視画で、とても斬新な作品で
す。なぐりがきのようなチョークの筆跡も力強さがあって良いです。大人が忘れてしまっ
た豊かな想像力がこの絵にはあります。命のありかを感じる暖かみのある作品です。

あかちゃんがうまれるよ
坂戸市立大家小学校（関甲信）1年　嶹津　柊斗


